












1.心疾患発生頻度 

昭和 59 年 1月 1 日から同 60年 12 月 3旧までの 2年間を調査期間とした。調査方法は,す

でに初年度研究報告書に記載したので省略する。各研究協力者から報告のあったもののう

ち,データが完全なもののみを集計した。その結果,生産児72,745名のなかで,心奇形は773

名(1.06%),不整脈 76 名(0.10%),未熟児の動脈管開存 46 名(0.06%),その他,が発見された

(表 1)。心奇形のうちには,左上大静脈残遺などそれのみでは発症しないものは含まれてい

ない。 


